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序論
本研究では耳で楽しむ音声作品であるラジオドラマについて、映画やテレビドラマなどの映像作品の脚本や小説、レーゼドラマを参考
に比較することで表現方法について追求した。ラジオドラマへの考察に基づき、聴覚的なラジオドラマの世界を視覚的に表すことがで
きないか、ラジオドラマ脚本の新しい形式についても検討し、「聞こえる脚本」として制作する。

本論
第1章では、ラジオドラマについて、その始まりや音声表現・脚本の特徴、ラジオドラマの限界について考察した。第2章では、小説『博
士の愛した数式』と同作品のラジオドラマを比較した。またレーゼドラマについても参考にし、ラジオドラマの特徴や表現について検証
した。第3章では、本論をもとに制作した「聞こえる脚本」のテーマとなるネガティブ・ケイパビリティについてや、脚本の文字表現、本
論と制作の接点と相違点について論じた。

結論
ラジオドラマにおいて、視覚情報がないことを弱点とするのではなく、聴覚情報のみの特性を活かす工夫が求められることが明らかに
なった。誤解や混乱を防ぐ情報伝達、聴取者の集中負担を軽減する演出、静寂を取り入れた物語の締めくくりなど重要な要素があるこ
とが分かった。また、ラジオドラマは言葉に重きを置いており、文学性を重視し、読者の想像力を引き出す点でレーゼドラマと通じる部
分があるのである。本論をもとに制作した「聞こえる脚本」は、聴覚情報を視覚的に読むことで、個人のペースでシーンを味わいながら
楽しむ新たな表現の形を提案している。
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